
　
ま
も
な
く
初
冬
を
迎
え
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
日
に
日
に
気
温
が
低
く
な
り
、
空
気
が
乾
燥
し
て
く
る
。
国

内
で
は
例
年
、
今
ご
ろ
か
ら
翌
年
３
月
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
流
行
性
疾
患
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
短
期
間
に
多
く
の
人
へ
の
感
染
が
広
が
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
は
も
と
よ
り
、
手
洗
い
・
う
が
い
や
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
日
常
で
取

り
組
め
る
感
染
対
策
が
欠
か
せ
な
い
。

プロテクティア
　
大
阪
大
学
発
の
産
学
連
携
ベ
ン
チ
ャ

ー
、
プ
ロ
テ
ク
テ
ィ
ア
は
同
大
産
業
科

学
研
究
所
の
開
發
邦
宏
特
任
准
教
授
が

研
究
す
る
カ
テ
キ
ン
誘
導
体
を
ベ
ー
ス

に
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
対
策
の
新
技
術

「
カ
テ
プ
ロ
テ
ク
ト
」
を
開
発
し
、
不

織
布
へ
の
加
工
に
成
功
し
た
。
今
冬
に

は
こ
の
不
織
布
を
搭
載
し
た
マ
ス
ク
の

発
売
も
予
定
す
る
。

　
カ
テ
プ
ロ
テ
ク
ト
は
天
然
カ
テ
キ
ン

類
で
最
も
抗
ウ
イ
ル
ス
機
能
の
高
い
エ

ピ
ガ
ロ
カ
テ
キ
ン
ガ
レ
ー
ト

Ｅ
Ｇ
Ｃ

Ｇ

に
膜
親
和
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
膜
を
直
接
捕
捉
し
、
高
い
無
力

化
効
果
を
示
す
独
自
技
術
。
カ
テ
プ
ロ
テ
ク
ト
加
工

不
織
布
上
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
へ
の
効
果
を
確
認
し
て
お
り
、
消

毒
用
不
織
布
部
材
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。

ク
ラ
ボ
ウ

　
ク
ラ
ボ
ウ
の
抗
ウ
イ
ル
ス
機
能
繊
維
加
工
技
術

「
ク
レ
ン
ゼ
」
は
日
常
生
活
で
の
感
染
リ
ス
ク
軽
減

に
役
立
つ
画
期
的
な
技
術
で
あ
る
。
広
島
大
学
の
二

川
浩
樹
教
授
が
開
発
し
た
固
定
化
抗
菌
成
分
「
Ｅ
ｔ

ａ
ｋ

イ
ー
タ
ッ
ク

」
を
独
自
技
術
で
繊
維
表
面

に
固
定
化
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を

％

以
上
不
活
化
。
口
腔
内
を
洗
浄
す
る
成
分
が
ベ
ー
ス

こ
う
く
う

の
た
め
極
め
て
安
全
で
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

ネ
コ
カ

リ
シ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
代
替
試
験
で
検
証

や
ア
デ

ノ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｏ
―
１
５
７
、
生
乾
き
臭
の
原
因
菌

な
ど

種
類
の
微
生
物
に
機
能
を
発
揮
す
る
。
素
材

の
風
合
い
を
損
ね
ず
洗
濯
耐
久
性
も
高
い
。
ユ
ニ
ホ

ー
ム
を
は
じ
め
、
白
衣
や
ベ
ビ
ー
用
肌
着
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
ウ
エ
ア
、
寝
装
・
寝
具
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
幅

広
い
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
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マ
ナ
ッ
ク

　
マ
ナ
ッ
ク
は
海
水
の
苦
汁

に
が
り

に
含
ま
れ

る
「
ブ
ロ
ム

臭
素

」
を
中
心
と
し
た
ハ
ロ
ゲ
ン

化
技
術
を
コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
電
子
・
情

報
・
医
療
と
い
っ
た
先
端
技
術
産
業
に
高
度
な
機
能

性
化
学
品
を
提
供
す
る
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ケ
ミ

カ
ル
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　
Ｅ
ｔ
ａ
ｋ

イ
ー
タ
ッ
ク

は
広
島
大
学
大
学
院

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
二
川
浩
樹
教
授
と
マ
ナ
ッ

ク
で
共
同
開
発
し
た
強
力
な
除
菌
、
抗
菌
剤
で
、
表

面
に
固
定
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
が
長
期

間
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
特
徴
が
あ
る
。
現
在
で
も

衣
類
を
は
じ
め
車
両
、
船
舶
等
の
抗
菌
処
理
に
も
採

用
実
績
が
あ
り
、
今
後
と
も
幅
広
い
分
野
へ
提
供
し

て
い
く
。

サラヤ
　
「
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
」
な
ど
の
家
庭
用

洗
剤
で
も
知
ら
れ
る
サ
ラ
ヤ
は
、
今
で

は
学
校
や
病
院
、
ホ
テ
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
で
よ
く
見
か

け
る
「
緑
色
の
石
鹸
液
」
と
「
専
用
容

器
」
を
１
９
７
１
年
に
日
本
で
初
め
て

開
発
。
日
本
に
感
染
症
予
防
を
広
め
た

洗
浄
・
消
毒
剤
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
食

品
、
公
共
、
医
療
と
い
っ
た
衛
生
管
理

が
必
要
な
現
場
に
有
効
薬
剤
を
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
・
啓
発
こ
そ
が

感
染
予
防
の
基
本
で
あ
る
と
の
信
念
か

ら
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
合
わ
せ
た
独
自

の
ビ
ジ
ネ
ス
提
案
も
行
っ
て
い
る
。
先
進
的
な
社
会

貢
献
企
業
と
し
て
も
知
ら
れ
、
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン

ダ
で
取
り
組
む
「
１
０
０
万
人
の
手
洗
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

主
要
各
社
の
対
策
技
術
＆
製
品
（
順
不
同
）

▼

手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
、
マ
ス
ク
…
予
防
も
効
果
的
に
行
お
う

く
し
ゃ
み
１
回
で
２
０
０
万
個
気
道
分
泌
物
小
粒
子
の
飛
散

手
洗
い
を
は
じ
め
感
染
予
防

に
は
日
常
の
対
策
が
欠
か
せ

な
い

　
一
般
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
は

度
Ｃ
以
上
の
発
熱

や
関
節
・
筋
肉
痛
、
頭
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
突
然
現

れ
、
の
ど
の
痛
み
や
鼻
汁
、

せ
き
な
ど
普
通
の
風
邪
と
同

じ
よ
う
な
症
状
も
見
ら
れ

る
。
小
児
や
高
齢
者
に
と
っ

て
は
、
肺
炎
や
急
性
脳
症
を

併
発
し
て
重
症
化
す
る
リ
ス

ク
も
あ
り
、
油
断
は
大
敵

だ
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ウ
イ
ル
ス
は
Ａ
／
Ｈ
１

Ｎ
１
亜
型
と
Ａ
／
Ｈ
３
Ｎ
２

亜
型
、
Ｂ
型
の
３
種
類
が
あ

る
。
ウ
イ
ル
ス
型
に
よ
っ
て

流
行
し
や
す
い
年
齢
層
は
多

少
異
な
る
が
、
今
年
も
す
べ

て
の
年
齢
層
に
お
い
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
、
感
染
者
の
せ
き
や
く

し
ゃ
み
に
よ
っ
て
気
道
分
泌

物
の
小
粒
子
に
含
ま
れ
て
周

囲
に
飛
散
す
る
。
こ
の
小
粒

子
の
数
は
１
回
の
く
し
ゃ
み

で
約
２
０
０
万
個
、
せ
き
で

は
約

万
個
と
い
わ
れ
て
い

る
。
比
較
的
大
き
い
粒
子

は
、
感
染
者
か
ら
１
・
５

程
度
以
内
の
距
離
で
あ
れ
ば

直
接
周
囲
の
人
の
呼
吸
器
に

侵
入
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
感
染

飛
沫
感
染

を
引
き
お
こ

ひ
ま
つ

す
。
感
染
者
が
ウ
イ
ル
ス
の

付
着
し
た
手
で
ド
ア
ノ
ブ
や

ス
イ
ッ
チ
な
ど
に
触
れ
、
そ

の
後
、
同
じ
部
位
に
触
れ
た

別
の
人
が
そ
の
手
で
自
分
の

眼
や
口
、
鼻
に
触
る
こ
と
に

よ
っ
て
感
染

接
触
感
染

す
る
こ
と
も
あ
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
の
多
く
は
、

こ
の
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染

に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防

す
る
方
法
と
し
て
は
主
に
、

流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

あ
る
。
た
だ
、
接
種
し
た
ワ

ク
チ
ン
が
効
果
を
発
揮
す
る

に
は
２
週
間
程
度
の
時
間
を

要
す
る
た
め
、
毎
年

月
初

旬
ま
で
の
接
種
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
る
。
外
出
時
の
マ
ス

ク
着
用
と
外
出
後
の
手
洗
い

・
う
が
い
は
不
可
欠
。
空
気

が
乾
燥
す
る
と
鼻
や
の
ど
の

粘
膜
の
防
衛
機
能
が
低
下
す

る
た
め
、
加
湿
器
を
使
っ
て

室
内
湿
度
を

―

％
に
保

つ
こ
と
も
重
要
。
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
栄
養
摂
取
も
大
切

だ
。

　
一
方
、
メ
ー
カ
ー
も
抗
菌

・
除
菌
製
品
の
開
発
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
家
庭
・
業
務

用
洗
剤
や
消
毒
剤
な
ど
の
製

造
・
販
売
を
手
が
け
る
サ
ラ

ヤ

大
阪
市
東
住
吉
区

は
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

の
研
究
を
推
進
す
る
。
「
第

回
工
業
技
術
賞
」
を
受
賞

し
た
酸
性
エ
タ
ノ
ー
ル
手
指

消
毒
剤
「
ウ
ィ
ル
・
ス
テ

ラ
」
は
、
リ
ン
酸
で
水
素
イ

オ
ン
濃
度

ｐ
Ｈ

を
酸
性

に
し
、
有
効
成
分
で
あ
る
エ

タ
ノ
ー
ル
の
効
果
を
高
め
る

技
術
が
評
価
さ
れ
た
。

　
従
来
の
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤

で
は
効
き
に
く
い
と
さ
れ
て

き
た
、
ノ
ン
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ

ウ
イ
ル
ス
を
含
む
多
種
多
様

な
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
不
活

性
化
に
有
効
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
格
好
だ
。
同
社
は
ウ

ィ
ル
・
ス
テ
ラ
を
活
用
し
、

ス
プ
レ
ー
タ
イ
プ
や
ジ
ェ
ル

タ
イ
プ
の
手
指
消
毒
剤
を
開

発
。
今
後
も
こ
の
技
術
を
応

用
し
た
製
品
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
強
化
す
る
方
針
で
あ

る
。

　
た
だ
、
い
く
ら
優
れ
た
製

品
が
登
場
し
て
も
そ
れ
を
使

う
の
は
人
で
あ
り
、
日
常
的

な
予
防
を
励
行
す
る
の
も
ま

た
人
で
あ
る
。
過
度
な
情
報

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
し
か
し
楽

観
せ
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
感
染
症
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

病
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
し

て
そ
の
知
識
を
も
と
に
、
冷

静
に
対
応
す
る
こ
と
こ
そ
、

最
大
の
予
防
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １１月１１日 火曜日 　　


